
　最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率

合計
（邦貨：千円）

1,012,476 外貨1（千ドル） 12,121 100

外貨2（千ユーロ） 266 100

外貨3（千ｽｲｽﾌﾗﾝ） 10 100

外貨4（千ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ） 0 100

1,029,721 外貨1（千ドル） 10,917 100

外貨2（千ユーロ） 115 100

外貨3（千ｽｲｽﾌﾗﾝ） 290 100

外貨4（千ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ） 229 100

1,057,163 外貨1（千ドル） 10,854 100

外貨2（千ユーロ） - 100

外貨3（千ｽｲｽﾌﾗﾝ） 334 100

外貨4（千ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ） 89 100

【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】
国連関係機関における専門職以上の邦人職員７６４名（２０１３年１月現在）のうち，本件拠出金による派遣経
験者は，３３０名（４３．２％）となっており，邦人職員の送り込みに本件拠出金は引き続き有効に活用されてい
る。

　　　　イヤーマーク　　　　　ノン・イヤーマーク

 【所管官庁担当局課・室名】：総合外交政策局国連企画調整課
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平成２３年度

単   位 支払い通貨

平成２２年度

１米ドル＝８1円

１ユーロ＝１１２円

１ｽｲｽﾌﾗﾝ＝９０円

１ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ＝８２円

１米ドル＝８９円

１ユーロ＝１２０円

１ｽｲｽﾌﾗﾝ＝８５円

１ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ＝８６円

平成２４年度

 【当該任意拠出金の目的・用途等】
　国際機関を通じた外交の重要性が増す中，国際機関に勤務する職員の果たす役割（職員の専門知識，経験
の提供を通じての国際機関の政策の企画・立案，効率的運営への寄与，職員を通じての情報収集・我が国の
政策の反映等）はますます重要となってきている。しかしながら，国際機関に勤務する日本人職員数は，我が
国の国際機関に対する財政的貢献に比し極めて少ない状況にあり，かかる状況の改善が早急に必要である。
本件信託基金拠出金は，JPO派遣中の経費（給与，研修費用等）を負担し，若手の日本人に国際機関での勤
務経験を積ませるため国際機関に派遣するものであり，国際機関への若手職員の送り込みの観点から効果
的であり，中長期的には，人的国際貢献の推進の観点からも必要と言える。

種　　　別

レート ODA率（％）

 拠出先の国際機関名：派遣についての合意文書を交換済みの機関

　拠出金・基金の名
称：

国際機関職員派遣信託基金拠出金（JPO）

１米ドル＝９４円

－

１ｽｲｽﾌﾗﾝ＝８８円

１ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ＝８５円


